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あらまし：電子化された文学作品をデータ

ベースに蓄積し、情報検索や統計処理のツール

を使って文学的考察を行うことは多く行なわれ

ており、文学研究に大きく貢献してきている。

しかし、さらに深く文学研究を進めるために

は、構造的あるいは内容的関連を表すことが重

要で、作品内の特定の部分を抽出したり、それ

らの問、さらには複数の作品問にリンク付けを

行う必要がある。そのために、文書管理技術に

よって文学作品を構造化し、さまざまな意味情

報を扱い、さらに文学研究の支援ツールを整備

したシステムの研究開発を行っている。本稿で

は、ケルト文学の fデァドラ伝説jを対象に、

XMLによる構造化文書の生成、総索引表（コ

ンコーダンス）等の作成、構造化文書聞のリン

クf寸けなどをサポートしたプロトタイプシステ

ムについて報告し、 XMLで記述できない利用

者のオブジェクトの扱い、それらを含む管理機

構について議論する。

Su1nrnary: There are many works for 

literature daιabases, in which elecroronic 

documents are stored and informaton I・e-

trieval and statistics tools are supported. 

However, for advanced literature research, 

it is important that structural or semanti-

・｜品；Jii Jf111科大午総：0-ii'! fl; '{:;¥JI 

1（株）リョーピシステムサービス

cal similarities are represented. That is, any 

part in a document is specified as an ob-

ject and linked to another one in t.he same 

or a.oth巴rdoc um巴nt..For the objectives, we 

have been developing a system based on 

some document management techniques, in 

which literature documents are structured, 

user-specified objects are defined, and var-

ious support tools for literature research 

a.re provided. In this pa.per, we l吋）Orta 

prototype system for a. literature data.base 

which includes va.rieti巴sof a. Celtic story, 

The Dierdire Legend. Th巴 systemstrucl.u res 

documents based on XML, genera.t.es vari-

ous concordances, and supports link tools 

among multiple documents, including per-

sona.l memos. Further, in もhispaper, we 

discuss representaton and rnanagemen t of 

user-specified objects, which cannot be de-

scribed in XML, and their management. 

1 はじめに

『デァドラ伝説J[15］は 8世紀頃から伝わ

るケルト（アイルランド）文学の代表的伝承物

語であるが、口承によって伝えられたため数多

くの変種が存在している。岡山県立大学はその

収集において世界的に見て最大規模のひとつ

であり、現在 100編近くを所蔵している。岡山

県立大学では上記のような分析・研究のため

に、 1997年からそれらの電子化を行なってい

るが、当初は、それは出版を目的としたもの
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で、文学研究のためのデータベース化や支援シ

ステムの構築を目的としてこなかった。従来の

文学データベースの研究では、電子化された文

書を対象に、情報検索や統計処理技術によっ

て、文学研究のための有用な情報を引き出す

ことがほとんどであり、データベースシステム

の観点からのデータベース化は考慮されなかっ

た。

比較文学の分野では複数の作品における類

似性や語棄の変化に着目し、作品の系統樹を作

成することが大きな課題となっている。とく

に『デアドラ伝説jのように変種の多いものに

とっては重要で、ある。さらに、変種間やそのれ

らの語義問の差異を比較文学的に分析するする

ことによって、文化的あるいは政治的な背景を

考察することができ、より深い文学的考察を行

うことができる。このため、作品聞の構造的類

似性や内容的類似性を可能にするためには、構

造化された文学データベースの構築と、それに

基づく支援システムがより進んだ文学研究のた

めに必要不可欠となってくる。そこで、これら

をサポートした『デアドラ伝説jのデータベー

ス化を行っている。

電子化文書を椛造化するためには xrvIL

（巴Xten仁ledMarku 

的になつてきており、本研究でも XMLに基

づくアプローチを採用している。従来構造化は

文書の再利用を目的としたものが多いが、本研

究でXMLを採用した理由は、それがデファク

トスタンダードになりつつあること以外に、以

下のようなものである。

・文書スキーマの定義

文書に対する検索機能が必要になると考え

られ、文書の意味的構造が明確になってい

ることが重要である。言い換えれば、文書

スキーマが明確に定義できることが必要

である。 XMLでは、 DTD(Document 

Type Definition）によって独自の文書型

定義を行うことができる。

・リンク機能

XMLでは、 XLink[12),XPointer[13］と

いう 2つの規格によって、強力なリンク

機能を提供している。具体的には、文書中

の任意の粒度のオブジェクトをアンカー

とできる、 3つ以上のアンカーに対して

リンクを張ることができる、文脈外リン

ク（out制。ιlinelink)1によって元の文書に

手を加えずにリンクを張ることができる、

などの機能を有用と考えている。

1XMLに！日lする校制I川，：：；の1.1+,:1¥,J＼は［24］によった。

・インターネ ットでの技術的優位性

HTML と同様、 W WWでの利用を考

慮して作られた規格であり、 Netscape

Navigatorや InternetExplorerなどの

主要な WWWブラウザでの対応が期待

できる。また、オフィスアプリケーショ

ンでも将来の XML対応を公表している

ものもあり、文書フォーマット としてデ

ファクト・スタンダードとなりうること

が期待できる。

・レイアウト情報の定義

見栄えにこだわった WWWページが氾

濫している現状から分かるよ うに、電

子文書といえども、それを扱うのが人

間である以上、レイアウト情報を保持す

る機能は必要になる。 XMLでは、 css
(Cascacli時 StyleSbeet)[23, 1], XSL[:3] 

などのレイアウト定義言語を持ち、レイ

アウト情報を定義することができる。

XMLで特定するオブジェクトが（表題、著

者、章、段落など）が他の文書とのリンクの単

位となると共に、検索等のデータ操作の単位と

もなる。

本稿では、まず2節でこれまでに実装したプ

ロトタイプシステムの概要を説明し、 3節から

7節まではその中の個々のサブシステムについ

て報告する。 8節でプロトタイ プシステムの経

験から今後の拡張点について、とく にXl'vlLの

構文的制約で記述できないオブジェクトについ

て議論し、まとめる。

2 プロトタイプシステム

電子化されたテキスト文書は構造を持たない

フラットファイルであり、そのままでは表層的

な分析しか行なうことができない。そこで、深

層的な分析が行なえるよう、個々の文献に対し

て基本的に、以下に示す4種類の構成要素を持

たせている。

・テキスト文書

個々の物語を分析や加工処理を施さず、単

に電子化したフラァトファイル。

・構造化文書
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テキスト文書に構文的な概念を持たす

ために章、段落、文な どに怖造化したも

の。構造化は XML(eXt.ensibleMarkup 

La時 uage）に用いられるようなタグを挿

入することで行う。この構造化情報によ

り文章の位置を特定することができる。



・内容記述

物語のストーリを個々の場面に分割し時

系列で結び、 トップダウンで記述したも

の。これは抽象化のレベルにより複数の

記述がありうる。

・メモ文書

原テキストに対応させてユーザ独自のメ

モを記述したもの。

内容記述もメモも Xl'vILで記述されるので、共

通のリンク機能によって、関連付けることがで

きる。つまり、リンク機能をサポートした問合

せ機能は、元の文書、内容記述文書、メモ文書

（個人文書）を関連付けながら検索することが

可能になる。

上記の4種類の文書をもっ文学データベース

のためのプロトタイプシステムは、図 1に示す

ように、構造化システム、索引抽出システム、

検索システム、内容記述システム、メモ記述シ

ステムの 5つのサブシステムから構成される。

ここでは内容記述システム以外の4つについて

説明する。

3 構造化システム

プロトタイプシステムの構造化システムで

は、最小構成要素を文書の文単位として構造化

を行なうこととした。文書を構造化するための

桃造識別子は、表1に示す 7つである。

表 1：各構成要素の構造識別子

構造識別子 ーー

(title) 

(chapter) 

(section 

(pa悶 graph)

（田ntence) 

(stanza) 

(source) 

一般の構造化文書は再利用を主たる目的とし

たものが多く、構造化の粒度はもっと大きなも

のがとられるが、文書の構文的条件を考慮した

検索やリンクの粒度等のために、文単位として

識別子としてテキスト文書の各構成要素の前後

に挿入することで構文的概念を付加したもので

ある。

(section number＝”1") 

(paragraph number＝”1”） 
(se川encenumber＝”1”） 
What caused t.he exile of the sons of Uisliu? 

(/sentence) 

(sentence number＝”2”） 
It is soon told. 

(/sentence) 

(/para.graph) 

(pa.ra.gra.ph number＝”2”） 
(sentence number＝ワ”）
The men of Ulster were drinking in t.he liouse 

of Conchobor’s 

st.oryt.eller, Fecllimid ma.c Daill. 

(/sentence) 

(se川巴町巴 nun er＝”4” ，） 

Fecllimid's wife wa.s overseeing everything and 

looking after them a.ll. 

(/s巴nt.ence)

図 2構造化文書

文書からの各構成要素の切り出しは、｜はに

より字句解析ルーチンを生成することにより行

なっている。切り出し規則は、文書：内の空白や

改行、ピリオドなどのインデント情報を元にし

ている。ただし、対象データとして扱っている

デァドラ伝説には、文献によって韻文が含まれ

るなど文書ごとに論理構造が異なっているた

め、構造化のための文法記述はある程度文書に

依存した形となっている。このシステムで使用

している lexは、入力文字列が2つ以上の規則

に適合したり、規則に適合する文字列がいくと

おりも存在するような仕様を含むファイルにも

字句解析ルーチンを生成する。このとき、字句

解4庁ルーチンは

・適合する文字数が最大になる規則を優先す

る

・適合する文字数が同じ場合には、仕様書

ファイルの先に書：かれている規則を優先

する

いる。また『デアドラ伝説jは散文だけではな という 2つの暗黙の選択基準のいずれか Iつを

く、韻文や戯曲、それらの混在したものなど、 採用することにより、トークンの切り出しを行

さまざまな形で書かれているが、構造化するた なっている。

めには、構文の文法記述が必要で、プロトタイ このような性質を持つ字句解析ルーチンで

プシステムではその単純化のために、散文と韻 は、入れ子状態にある節、段落、文、韻文の規

文を含む散文にとどめることにした。 則を一度に定義した場合、字句解析ルーチンは

このシステムにより生成される構造化文書 前者の選択基準を採用してしまい、結果として

は、図 2のように XMLに基づいたタグを構造 文のみをトークンとして切り出すことになるた
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構造化システム

自
検索システム

図 1：文学データベースシステム

め、 トークンの切り出しは以下に示す4段階に

分け、テキスト文書の構造化を行なう。

l.電子化されたテキスト文書を入力文字列と

して、表題、章名、韻文、出典とその他

の5つのトークンに切り出し、その他以外

のトークンの前後にタグを挿入する。

2 第l段階で生成されたデータを入力文字列

として、節と第 l段階でタグの付けられた

表題、章名、出典をトークンとして切り

出し、切り出された節の前後にタグを挿

入する。このとき、節には第 l段階でタグ

の付けられた韻文が含まれていることもあ

るということを規則として書いておく。

3.第2段階で生成されたデータを入力文字

列として、表題、章名、節のタグ、出典

と段落をトークンとして切り出し、切り出

された段落の前後にタグを挿入する。こ

こで、段落に韻文が含まれる可能性があ

ることを規則として書いておく。

4.第3段階で生成されたデータを入力文字

列として、表題、章名、出典、節と段落

のタグと文に切り出し、切り出された文

の前後にタグを挿入する。ここで、文に韻

文が含まれる可能性があることを規則とし

て書いておく。

図3に構造化システムのインタフェースを示

す。

この構造化システムで生成される構造化文書

には一文毎にタグが付けられているので、必要

な情報の存在する位置の論理的な特定を行うに

は良いのだが、フラットファイルとしてみたH寺

に情造識別子という付加情報が含まれており、

図2のように構造化文書だけを見て文章を理解

するのはなかなか難しい。そこで、構造化文書

から構造識別子を抜きとり成形し、図 4のよう

にテキスト文書として表示するブラウザの構築

も作成している。これにより、椛造化文書一つ

でテキスト文書の役割も果たすようにもなる。

4 メモ記述システム

文書が紙に書かれている場合、文書中にユー

ザが独自のメモを書き込むということがある

が、これに近い機能を電子文書上でも行なえる

ようにするシステムがメモ記述システムであ

る。

メモ記述システムでは、先に述べた併造化文

書ブラウザを利用して、構造化文書からでもタ

グを取り除いたテキスト文書からでも、メモを

付加したい任意の文字列を指定することが可能

である。、指定した文字列に対してメモ文書を

作成し元文書とリンクを張ることでメモを付加

していく。

任意の文字列をメモを付加するオブジェクト

（メモオブジェクト）として指定する方法とし

て以下の 2つが考えられる。
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・メモオブジェクトとしたい任意の文字列に

タグを付けることで構造化文書を変更する

．構造化文書から指定したメモオブジェク

トの位置情報を抽出する
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図3：構造化システムの実行例
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THOMAS 附 NSEll《
t、928- ) 

1969 
</title> 
<section n u作、ber－時1”〉
<paragraph number・1“〉

<sentence nu 町、ber-1“〉

What caused the exile of the sons of Ulsl1u> 
</sentence> 
<sentence number－”2・〉
代目 soontold 
</sentenζ＠〉

~ JTranslated by 
'JI 
~ jTHOM《S KINSE ll《
.; j(t928- ) 
～－ 
/I 1969 、1

,/ I 
1 I What caused the exile of the s。nsof Uisiiu> It時 soontold 
日 l The men of Ulster were dr;nking in the h。υseof Conchobors 
,! l日。ryteller.Fedllm;dmac Daill. Fedllmi d’s wife was。verseein9
。leverything and looking after them all. She was full with chnd. 
バIMeat and drink were passed round and a drunken uoroar shook 
凶＼theplace. When they were ready to sleep the woman went to her 

I bed. As she crossed the floor of the house the child screan、ed in 
ー lher w。mband was heard all over the enclosure. At that scream 
い Jeve叩onein the house乞tartedup. ready to kill. Senζha mac 
,. I Aile Ila said: 
~ － I ’ No 。ne move• Bnng the woman here We II see what <aused thos 
Ii I noise.’ 、l So the w。manwas brought before them. Her husband 
f,:, IFedlimid拍 id

I. f.118 Hanii .•l/hom山m州Data加川ile/No18_struct.txt

<title> 
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Translated by 

</paragraph> 
<paragraph number-"2"> 
<sentence number・”3">

唱 Theme n。fUlster were drinking in the h。useof Conchob0< s 
日orytellerFedlimid mac Daill 
</sentence> 
<sentence number-"4・〉

Fedlimid’s wife w目。verseeingeverything and looking after 
them all. 
</sentence> 
<sen tenζe number-"5＂コ
She was full with child. 
</sentence> 
<sentence number－”6・〉
Meat and drink were passed r。und. and a drunken uproars h。。k
the place. 
</sentence> 
<sentence number-"7"> 
When they were ready to sleep the woman went to her bed 
</sentence> 

岨＜sentencenu円、ber・”8">
削 she u。ssedthe floor of the house the child screamed in her 

'Woman, 
what was that fierce shuddering sound 
furious 』nyour troubled w。mb? 
The weird uproar at your waist 
hurts the ears of all w h。hearit 
My heart trembles at s。megreat terror 
or some cruel 1nJury 

’ 

She turned distracted to the seer Cathbad 

’fair-faced Cathbad, hea' me 
---prince. pure. precious crown. 
grown huge in druid spells 
I can’t find the fair wocds 
that would shed the light of knowledge 

,I －！｛、一，v

十＂ M·~···g~ : I t""' d吋 f山m山 m叫 II凪凶町uctflle／陶1丸山uct.txt

図4：構造化文書ブラウザ
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前者のタグ挿入形式でメモオブジェクトを指定

した場合、構造化文書にタグが直接書き込まれ

るため構造化文書が変更される。また、メモオ

ブジェクトとして指定した任意の文字列が既存

のメモオブジェクトと重なるとき、メモオブ

ジェクトが入れ子状態になっていれば良いのだ

が、少しずれた形で指定されている場合、メモ

オブジェクトを図5のように2つに分割してタ

グを付けるなどの処理が必要となる。ただし、

×＜para> ... <kw> ... </para> 

<para> ... </kw> ... </para> 

0 <para> ... <kw> ... </kw></para> 
<para><k冒＞... </kw> ... </para> 

図 5：アンカーの分割

これはシステム側の処理上の問題であり、ユー

ザには関係のないことであるから、実際に表示

させる時には分割されたメモオブジェクトを、

あたかも一つのものであるかのように表示しな

ければならなし、。メモオブジェクトの前側に挿

入される開始タグには、各メモオブジェクトに

対するメモ IDとユーザ IDが情報として付加

される。

f走者の位置情報によるメモオブジェクト指定

方式では、構造化文書からメモオブジェクトの

存在する位置情報を見るだけなので、構造化文

書が変更されることはないが、ユーザが文書に

直接変更を加えた場合、メモオブジェクトの存

在位置を指定しているので、位置情報にも変更

を加えなければならなくなる可能性がある。本

研究で処理対象データとして扱っているデァド

ラ文書は、読み込み専用データであるので、構

造化文書を参考文献として位置情報を取り出す

形式を採用することとした。

実際に文書にメモを付加するには、構造化文

書ブラウザ上で任意の文字列を選択するか、も

しくはメモ記述エディタに直接メモオブジェク

トを指定する。ただし、構造化文書のタグは構

成要素の判別のために付加された構造識別子

なので、現在の実装では、それをメモオブジェ

クトとすることはできない。また、メモ記述エ

ディタからメモオブジェクトを指定した場合、

指定文字列が構造化文書内に複数箇所ある場合

はユーザに確認を取る。指定がなければ最初に

現れた文字列の位置がメモオフーシ．エクトの位置

情報として記録される。また、メモは基本的に

私的なものであるから、各ユーザが付加したメ

モ文書のみを表示させるようにする！必要があ

る。既存のメモ文書は特定のウインドウより聞

いたり、必要でなくなったメモの削除を行なう

ことができる。

5 リンクエディタ

複数の構造化文書を関連付けるため、構造化

システムの一部としてリンクエディタがある。

これは、文脈外リンクを用いることにより、元

文書に手を加えることなく管理することを可能

にした。文脈外リンクを用いた理由は、必ずし

も文書が書き込み可能ではないからである。リ

ンクの定義がと苧の異種文書－カ、らも参照で、きる必

要があるので、図 6のような拡張リンクの定義

のみを集めた XML文書（リンク定義文書）を

文書群ごとに一つ設け、文書群中の各文書から

参照するという方法をとった。この方法を用い

ると、すでに存在する文書群内のリンクの定義

の変更はリンク定義文書に対して行えばよく、

元文書に手を加えなくてもよい。

内容的に関連のある文書をひとつのまとま

りとして定義することができる。つまり一般的

に、 XMLの構造化文書を含むハイパーテキス

ト文書の場合、たとえ内容が同一であっても設

計方法は多様で、図 7のように結果の文書集合

の同定は構文的には困難である。

そこで同一内容の文書集合を文書群として

定義している。つまり文書群とは、内容に対応

した論理的な単位であって、図8のようにひと

つの文書が複数の文書群から共有されても、入

れ子構造になっていても椛わない。 この文書群

は、文書単位のリンク付けでト分で、操作の基

本的な単位となる。

6 索引抽出システム

索引抽出システムでは、文献中で使用されて

いる語棄の使用例や使用頻度を知ることで比較

文学研究の促進を図ったり、検索の高速化や高

度化を図るためのデータを作成する。このシス

テムは、文書より使用されているすべての単語

を切り出すキーワード抽出システムと総索引表

(concordance）を生成する索引表作成システム

の2つのサブシステムから構成される。

実際に比較文学研究において索引を利用しよ

うとする場合、抽出語や不要語はユーザや使用

目的によって異なる。また、文献によって、使

われている語が同じとは限らず、すべての不要

語をキーワード抽出システム内で自動的に削除

してしまうというのは難しい。そこで、単語の

切り出しは文書の題名、 章名、 出典を除く構成

要素を対象に、前置詞や冠詞等も区別なくすべ

ての単語を切り出し、切り出された単語から外
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( clocgro叩 xml:link＝～xtenclecl”）
(Ioca.t.ion xml:link＝”locator＇’ href＝”main.xml”／） 
(location xml:liは＝”locator"href＝”www.xml" /} 
(location xml:li山＝”loca.t.or"href＝”ohp.xml”／） 
（山cgroup/}

(relation xml:li叫＝”ext.ended”）
(point xml:link＝”locator" luef＝”rnain.xrnl#root.().c!tilcl(l, section)"/ ） 
(poi! XIT 

(point. xrnl:li此＝”loc礼tor"href＝”。hp.xml#span(ID(p3),ID(p5）”／）
(reli1tion/} 

図 6：拡張リンクによる関連付けの例

4喧土己~」

・・・・圃圃圃． 〔巴
．．．．．．． 

・・・・・圃．． ・・・・圃圃・

。
圃 土記~＋ 。壬

図 7：同一文書の検索結果の相違
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文書群A 文 書 群B

図 8：文書関連・文書群の概要

部プログラム（索引表作成システムの前処理）

によって目的に応じた語を抽出したり、不要語

をユーザが削除することで修正キーワードファ

イルを作成することとした。内容記述のために

は固有名詞の切り出しも行う問。なお、単語

の切り出しは先の構造化システムでも使用した

lexを使用し行なっている。

索引表作成システムでは、基本的にキーワー

ド抽出システムにより作成された修正キーワー

ドファイルを用いて総索引表を作成する。生成

される索引表には、キーワードとその前後の文

脈を表示させる索引表と検索・内容記述システ

ムにおける処理対象データとして使用する索引

表の2種類がある。前者の索引表は、一般に使

用される KWIC索引と KWOC索引の両者

の特徴をいかしたたもので、出現頻度表の生成

も行なわれる。これは図9に示すように、出現

頻度とキーワードを使用頻度が高い順に並べて

変えたのもで、これにより、どのキーワードが

もっとも多く使用されているかが視覚的にわか

るようになる。頻度表のキーワードをクリック

することにより、それに対応する KWIC索引

を表示できる。ここで、ロケーション情報とは

一番右端にある”（2,30,132,20）”のような情報

のことで、表示されている数字はキーワードが

存在する節、段落、文、韻文中にキーワードが

存在する場合は韻文の番号で構成される。この

ロケーションは最初は文単位に作成されている

ので、それを操作することで、パラグラフ単位

や節単位などで表示することも可能である。

さらに、異なる文書から抽出された出現頻度

表ををマージすることによって文書間の比較を

容易に行なうことができるようになる。実際に

マージを行なった例を図 10に示す。

これによって『デァドラ｛云説の』のさまざま

な変種を比較することにより、文学的考察を深
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図 10：マージした出現頻度の表示
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図 9：出現頻度の表示

めることもできる［16,17］。

7 検索システム

検索処理はまず、索引抽出システムから出

力されたキーワード表から、必要となるキー

ワードを抽出し、索引木（B＋木）を生成して

いる。従来の情報検索システムと異なるのは検

索結果である。

単独の文書を対象にした結果得られるのは

文書の部分構造の集合である。 XMLで構造化

された文書は木構造になっており、ロケーショ

ンは木の葉（文）を指している。 B＋木はこの

ノードアドレスをt旨しており、ロケーションの

階層を操作することによって、同一文章中、同

一パラグラフ中などの構文的条件を検索条件に

付加できる。したがって検索結果の構造のレベ

ルは検索条件によって異なっている。基本的な

操作は以下のようになっている。

t
 

vd 
h
u
 c

 
o
 

vL e
 

c
 

u
 

d
 

aw 
nn 

日
丘、ー｛一泊土ゆ

．
 

Loe = (l1, 12, , ln］っ [11,l2, , lト，］

・ロケーション検索．

Select Loe where (t.ag）が Cを満足す

る

{Loe I DのLoe＇の(tα!l）が

(Cから得られた）C＇を満足し、

Lociま縮退操作によって得られ、

Cを満足する｝

・文書検索。 SelectDoc where ・・ 

Reduce ロケーシ ョン検索の結果

by 文書誌別子

文書群は文書の集合として定義されるので、

文書群に対する検索では、

・OR条件では得られた文書を含む文書1rfiの

探索

・AND条件では、 ANDを除去して文書群

定義に含まれた文書を検索した結果、再

度 ANDの評価をおこなう

の2種類の操作が必要となる。基本操作は以下

の4種類である。

• Select文書群 Gwhere C 

{GIGのDがCを満足する｝

• Select文書群 Gwhere C1 /¥ C2 

{GIC1を満足するD1とC2を満足するD2を含むG}

• Select文書群 Gwhere C1 v C:2 

• Select文書群 Cwhere 「 C

文書群は一般的には検索条件を満足する極小集

合の定義としている。

4節で述べたメモを含む検索も、この文書群

としての検索となる。さらに 3節で述べたよう
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に、 『デアドラ伝説jは構造化文書やメモ文書

の他に、抽象階層をなす内容記述の文書を持っ

ている。この内容から元文書の構造を引き出す

のもこの文書群検索がおこなう。

このように文書群の操作はさまざまな内容を

持っている。つまり

・デァドラのようにさまざまな変種を統合

すること

・内容的に関連がある複数のデータ形式の

電子化文書を論理的に統合する

・ハイパーテキストの設計の多様性に対し

て、内容的なまとまりを定義する

・電子化文書の更新履歴をまとめて管理する

・メモや内容記述のような付加情報をユー

ザごとに統合する。

などである。

8 構造化文書の拡張

プロトタイプシステムでは多くの機能の積み

残しがある。それらは以下のものである。

・文書の再帰構造

・4誌造の縦ll分化

・意味オブジェクトの拡張

・ラッパーとタグのフィルタリング

・データベースエンジンとの結合

構造化文書は一般的に再帰構造になる。これ

はロケーション情報を木にもつ索引木と、構文

条件をロケーション情報で操作する縮退操作に

影響する。そのためにロケーション情報に構文

情報（タグ情報）を付加するよう拡張すること

で解決できる。ただし問題がシステム的に解

消できたとしても、 「同一文章中にキーワード

AとBを含む」という検索条件には多義的と

なるので、ユーザはそれを知らなければならな

し、。

現在の構造化は文レベルであるが、さらに自

然言語処理技術を使って詳細化することも検討

ジェクトを指定できれば、より深い内容検索を

行うことができる。

構造化文書にメモを付加したり、内容記述文

書等の対応をとることはプロトタイプシステ

ムでも行っているが、それは元文書が更新され

ないという強い仮定に基づいていた。さらに一

般的に意味内容を考えたリンク付けを行うた

めには、 XMLによる構文的オブジェクトと意

味オブジェクトの有機的なリンク付けが必要で

ある。またいったん意味オブジェクトを導入す

ると、意味オブジェクトに対する索引木や検索

が必要となる。そのために現在、意味オブジェ

クトの記述言語として、 j寅鐸オブジェクト指

向パラダイムに基づいた知識表現言語QUIK

['!, 19, 25, 10］を予定している。現在記述実験

を行っており、両オブジェクト聞の意味管理や

リンク管理の機能要件を明確化している。意

味オブジェクトは、電子化文書の個別化や情

報統合、異種文書管理で重要な役割を果たす

[7, 8, 10］。これらの問題を解決するため、図

11のような統合管理システムを構想し、研究を

進めている。

索引生成・検索

文書オブジェヲト集会

図 11：統合管理システムの概要

現在は対象とする文書の種類が少ないが、

『テe7’ドア伝説』関係の解説や付属資半：｜も付

するとすれば、さまざまなデータ形式を対象と

しなければならない。そのためには元のデータ

形式を XML形式に変換するラ ッパーの位置付

けが重く なって くる。そのときは、変換を可逆

している。一般的に fデァドラ伝説jのように 性を保証するためのタグのフィルタリングを考

長文の物語の内容記述は困難であるので、現在 えている。これはプロトタイプシステムでの桃

の内容記述は、場面の時系列として物語を構成 造化文書ブラウザの一般化でもある。

し、各場面に登場人物や場所を付加するに留め 今回のプロトタイプシステムではデータベー

ている。場面は抽象化できるので抽象階層とし スエンジンとの結合まではできなかった。現在

ても扱っている。因果関係など人が記述しでも 実験を開始しているのは、 ObjectSt.orePSE 

困難なものも多いが、意味内容を反映したオブ Pro (for Java）である。システムはすべて
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.1 a.va.で実装されているので、 .Javaオブジェ

クトとして蓄積し、管理する予定である。意味

オブジェクトは QUIKオブジェクトとなるの

で、 QUIKと .Ja.vaの連携機能も現在実装中

である。

本論文では、ケルト文学の『デァドラ伝説』

を対象にした文学データベースのプロトタイプ

システムについて述べ、その拡張として、さら

に文学研究を進めるための課題について議論し

た。本研究の特徴は以下のようにまとめること

ができる。

• XIvlLによる構造化文書を対象にした文学

データベースを指向している。

・リンク機能により、関連文書や文書群に

たいする操作を実現した。

・意味オブジェクトを導入することにより、

電子化文書の管理機構を拡張している。

・文学研究の要件を反映したツールを整備

しつつある。

このプロトタイプシステムの経時失から、いくつ

かの新しいシステムを進行中である。本稿の文

学データベースの文学研究向けの強化、民間説

話データベースの構築、マルチメディア情報を

含む異種文書管理システム、電子化文書の効果

的提示システム（ディジタルライブラリ、ディ

ジタルミュージアム、マルチメディアブy ク、

戯曲の視覚化）、ディジタルテーマパーク、

QUIKの改良、などであり、現在平行して研

究開発を進めている。
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